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災
害
に
備
え
て

　
ま
も
な
く
台
風
シ
ー
ズ
ン
の
到
来
で
す
。

先
月
、
7
月
と
し
て
は
最
強
ク
ラ
ス
の
台
風

8
号
が
沖
縄
本
島
を
中
心
に
大
き
な
爪
痕

を
残
し
ま
し
た
。
海
田
町
で
は
、
そ
の
数
日

前
に
梅
雨
前
線
の
活
発
化
で
大
雨
に
見
舞
わ

れ
、
三
迫
川
上
流
の
方
面
が
一
部
崩
落
す
る

な
ど
の
被
害
が
あ
り
、
暴
風
や
大
雨
に
よ
る

更
な
る
影
響
が
危
惧
さ
れ
ま
し
た
が
、
何
事

も
な
く
、
ひ
と
ま
ず
安
心
し
ま
し
た
。
海
田

町
史
を
ひ
も
と
く
と
、
明
治
以
降
、
最
も
甚

大
な
災
害
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
明

治
40
年
の
大
水
害
で
、
そ
の
石
碑
が
今
で
も

寺
迫
の
長
谷
寺
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
昭
和

20
年
の
枕
崎
台
風
は
、「
昭
和
の
三
大
台
風
」

の
一
つ
に
数
え
ら
れ
、
原
爆
投
下
か
ら
間
も

な
い
広
島
県
で
特
に
被
害
が
深
刻
で
、
死

者
・
行
方
不
明
者
が
２
，
０
０
０
名
を
超
え

ま
し
た
。
平
成
3
年
の
台
風
19
号
は
、
全
国

各
地
に
記
録
的
な
暴
風
に
よ
る
潮
風
害
を
も

た
ら
し
、
皆
さ
ん
の
記
憶
に
も
新
し
い
こ
と

と
思
い
ま
す
。

　
近
年
、
地
球
温
暖
化
の
影
響
で
、
台
風
の

巨
大
化
や
集
中
豪
雨
の
多
発
な
ど
が
懸
念
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
東
日
本
大
震
災
以
降
、

各
地
で
地
震
が
頻
発
し
、
地
震
の
活
動
期
に

入
っ
て
い
る
と
さ
れ
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地

震
を
は
じ
め
大
き
な
地
震
が
い
つ
ど
こ
で
起

き
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
で
す
。

　
平
成
25
年
3
月
に
広
島
県
が
発
表
し
た
津

波
浸
水
想
定
で
は
、
海
田
町
で
も
南
海
ト
ラ

フ
巨
大
地
震
に
よ
り
最
大
３
・
６
メ
ー
ト
ル

の
津
波
が
襲
来
し
、
沿
岸
部
を
は
じ
め
と
す

る
多
く
の
町
域
が
津
波
に
よ
り
浸
水
す
る
と

予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
町
で
は
、

昨
年
度
、
地
域
防
災
計
画
を
見
直
し
、
例
年
、

町
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
の
も
と
小
学
校
区
ご

と
に
実
施
し
て
い
る
防
災
訓
練
に
加
え
、
4

月
に
全
世
帯
に
「
瀬
野
川
洪
水
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ	

津
波
・
浸
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」

を
配
布
し
た
ほ
か
、
公
共
施
設
な
ど
に
海
抜

表
示
看
板
を
設
置
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
マ
ッ

プ
に
は
浸
水
の
状
況
、
津
波
の
高
さ
、
避
難

す
る
際
の
注
意
事
項
の
ほ
か
、
身
障
者
や
高

齢
者
の
た
め
の
福
祉
避
難
所
、
浸
水
時
緊
急

避
難
施
設
な
ど
も
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

を
参
考
に
、
家
族
や
近
所
の
皆
さ
ん
で
「
災

害
が
発
生
し
た
ら
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
」「
今

災
害
に
備
え
て
で
き
る
こ
と
は
何
か
」
な

ど
、
話
し
合
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

　
行
政
だ
け
で
災
害
に
対
応
す
る
こ
と
に
は

限
界
が
あ
り
ま
す
。
日
頃
か
ら
、
一
人
ひ
と

り
が
防
災
意
識
を
高
め
、
地
域
の
人
々
が
自

主
防
災
組
織
な
ど
を
通
じ
て
互
い
に
助
け
合

う
な
ど
、
各
々
が
自
覚
を
持
っ
て
災
害
に
備

え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
今
一
度
、
身
の

回
り
の
再
点
検
を
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
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■
相
談
内
容
■

　
検
索
サ
イ
ト
を
見
て
い
た
と
き
に
、

画
面
の
右
側
に
ピ
カ
ピ
カ
と
光
る
警

告
の
よ
う
な
も
の
が
表
示
さ
れ
た
。

そ
こ
に
は
、「
パ
ソ
コ
ン
に
エ
ラ
ー
が

あ
る
の
で
、
無
料
ソ
フ
ト
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
よ
う
に
」
と	

記
さ
れ
て
い
た
の
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
す
る
と
、
次
に
「
修
復
に
は
有
料
で
登
録
す
る
必
要
が
あ

る
」
と
い
う
画
面
が
出
た
。
す
ぐ
に
画
面
を
閉
じ
た
が
、
パ

ソ
コ
ン
を
立
ち
上
げ
る
た
び
に
警
告
画
面
が
表
示
さ
れ
る
。

■
ア
ド
バ
イ
ス
■

　
パ
ソ
コ
ン
操
作
中
に
突
然
現
れ
る
警
告
表
示
は
、
本
当
の

危
険
や
エ
ラ
ー
な
ど
を
知
ら
せ
る
も
の
だ
け
と
は
限
ら
ず
、

消
費
者
の
不
安
を
あ
お
り
ソ
フ
ト
の
購
入
手
続
き
に
誘
導
す

る
「
広
告
」
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
信
頼
で
き
る
表
示
か

ど
う
か
わ
か
ら
な
い
場
合
に
は
、
ク
リ
ッ
ク
し
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

　
広
報
な
ど
の
警
告
表
示
が
出
る
原
因
の
一
つ
と
し
て
、
パ

ソ
コ
ン
の
Ｏ
Ｓ
（
基
本
ソ
フ
ト
）
や
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

更
新
の
状
態
で
な
い
場
合
に
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
閲
覧
し
た

際
な
ど
に
、
意
図
せ
ず
警
告
を
表
示
さ
せ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
な

ど
が
埋
め
込
ま
れ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
常
に
最
新
の

状
態
に
保
ち
ま
し
ょ
う
。

■
相
談
窓
口
■

海
田
町
消
費
生
活
相
談
コ
ー
ナ
ー

☎
８
２
３ｰ

９
２
１
９

　
受
付
◆
木
曜
日
9
時
30
分
～
16
時（
12
時
～
13
時
を
除
く
）

　
場
所
◆
役
場
2
階
町
民
サ
ー
ビ
ス
室

　
困
っ
た
と
き
は
、
木
曜
日
以
外
で
も
お
気
軽
に
お
電
話
く

だ
さ
い
。

広
島
県
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
２
２
３ｰ

６
１
１
１

　
受
付
◆
月
～
金
曜
日
9
時
～
17
時

　
場
所
◆
広
島
市
中
区
基
町
10
ー
52（
県
庁
農
林
庁
舎
１
階
）

くらしの中の消費者トラブル
町民サービス室　☎ 8 2 3 − 9 2 1 9
　　　　　　　　蕭 8 2 3 − 7 9 2 7

突然の警告表示はセキュリティの広告かもしれません
（独立行政法人国民生活センター発行「見守り新鮮情報第189号」より転載）

　平成７年７月７日に第１回が行われた「か
いた七夕さん」も今年で20回を迎え、約１万
人が参加しました。短冊に願いをこめる人、ス
テージで日ごろの成果を発揮する人、浴衣を
着て屋台を巡る人など来場者はお祭りを満喫。
フィナーレでは花火が打ちあがり、来場者は河
川敷や橋の上から花火を眺めていました。

願いが叶いますように
第20回かいた七夕さん

▼▶▲ステージやカヌー、花火などかいた七夕さんを
楽しむ来場者


